
(57)【要約】

【課題】様々な生体観察部位に応じて適切な撮像モード

で内視鏡観察画像が得られる特殊光観察システムを提供

する。

【解決手段】光源装置５側には可視光（通常観察）用、

薬剤としてのＩＣＧの吸収波長用、励起波長用の各フィ

ルタを設けたフィルタ回転板２２が設けてあり、また光

学式内視鏡２に装着したテレビカメラ３のＣＣＤ３２の

前には通常観察用、蛍光観察用及び吸収光観察用のフィ

ルタを取り付けたフィルタ取り付け板３４が設けてあり

、切り替えレバー３６を操作することにより、ＩＣＧの

吸収光特性で観察できると共に、炭紛沈着した肺組織を

観察するような場合には蛍光発光特性を利用して観察も

できる等、様々な生体観察部位に対応可能にした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 視 光 と 、 生 体 観 察 に 用 い ら れ る 薬 剤 の 吸 収 波 長 と 、 励 起 波 長 と を 選 択 的 に 照 射 可 能 と す
る 複 数 の 照 射 用 フ ィ ル タ を 内 蔵 し た 光 源 装 置 と 、
撮 像 部 に 設 け た 撮 像 素 子 前 に 可 視 光 と 、 前 記 薬 剤 の 吸 収 波 長 と 、 蛍 光 波 長 と を 選 択 的 に 撮
像 可 能 と す る 複 数 の フ ィ ル タ を 切 り 替 え 可 能 に 配 置 し 、 前 記 フ ィ ル タ の 切 り 替 え 動 作 に 応
じ て 光 源 装 置 内 の 複 数 の 照 射 用 フ ィ ル タ が 切 り 替 わ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 特 殊 光
観 察 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 薬 剤 は イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 特 殊 光 観 察
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
撮 像 部 内 の フ ィ ル タ 切 り 替 え 動 作 に 応 じ て 、 前 記 撮 像 部 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理
手 段 内 の カ ラ ー マ ト リ ッ ク ス が 最 適 に な る よ う に 変 更 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 可 視 光 に よ る 観 察 の 他 に 、 イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン 等 の 薬 剤 の 吸 収 波 長 及 び 蛍 光
波 長 で の 観 察 が 可 能 な 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 内 視 鏡 装 置 は 、 医 療 用 分 野 及 び 工 業 用 分 野 で 広 く 用 い ら れ る 。 上 記 内 視 鏡 装 置 は 、
細 長 の 内 視 鏡 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と で 、 切 開 を 必 要 と せ ず に 体 腔 内 の 患 部 等 の 被
検 対 象 部 位 を 診 断 し た り 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 を 挿 入 し て 治 療 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
上 記 内 視 鏡 装 置 は 、 被 検 対 象 部 位 の 被 写 体 像 を 上 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 か ら 対 物 光 学 系
に よ り 取 り 込 み 、 イ メ ー ジ ガ イ ド 等 の 被 写 体 像 伝 達 手 段 に よ り 手 元 側 の 接 眼 部 に 伝 達 さ れ
て 接 眼 光 学 系 に よ り 拡 大 観 察 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 内 視 鏡 装 置 は 、 撮 像 装 置 と し て 内 視 鏡 の 接 眼 部 に テ レ ビ カ メ ラ を 着 脱 自 在 に 取
り 付 け 、 こ の テ レ ビ カ メ ラ に 内 蔵 し た Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合 素 子 ） 等 の 撮 像 素 子 か ら の 信 号 を
カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 以 下 、 Ｃ Ｃ Ｕ ） で 信 号 処 理 し て 、 モ ニ タ に 内 視 鏡 画 像 を 表
示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 近 年 、 内 視 鏡 装 置 は 、 可 視 光 を 用 い た 通 常 の 内 視 鏡 観 察 に 加 え て 紫 外 光 や 赤 外 光 な
ど を 用 い た 特 殊 光 観 察 を 行 い 、 観 察 、 診 断 す る も の が あ る 。
例 え ば 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ ７ ２ ２ １ 号 公 報 で は 、 可 視 光 を 用 い た 通 常 の 内 視 鏡 観 察 に 加 え て
赤 外 観 察 を 選 択 し た 場 合 、 赤 外 像 と 可 視 像 と を 親 子 像 で 表 示 す る よ う に し て 、 各 部 位 の 特
定 な ど が 容 易 と な り 、 診 断 し 易 い 観 察 像 を 提 供 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 赤 外 光 観 察 を 行 う 従 来 例 に お い て は 、 例 え ば 、 造 影 剤 と し て 生 体 内 に ８ ０ ５ ｎ ｍ 付
近 の 近 赤 外 光 に 吸 収 ピ ー ク を も つ イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン （ Ｉ Ｃ Ｇ ； 　 Ｉ ｎ ｄ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ
ｉ ｎ ｅ 　 Ｇ ｒ ｅ ｅ ｎ 　 ） と い う 薬 剤 を 使 用 し 、 ８ ０ ５ ｎ ｍ 付 近 の 波 長 で 赤 外 光 観 察 を 行 う
も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 Ｉ Ｃ Ｇ を 注 入 し た リ ン パ 節 ・ リ ン パ 管 が 他 の 部 分 に よ り も 暗 く （ 黒 く ） な る 傾 向
を 利 用 し て 、 血 管 走 行 や リ ン パ 節 ・ リ ン パ 管 の 検 出 精 度 を 高 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ８ ７ ２ ２ １ 号 公 報
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【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 で は 例 え ば 炭 粉 沈 着 し た よ う な 肺 組 織 を 観 察 す る 場 合 に は 、 炭
粉 沈 着 の た め に 暗 く な る た め 、 リ ン パ 節 等 の 検 出 精 度 が 低 下 す る 。 つ ま り 、 上 記 従 来 例 で
は 様 々 な 生 体 観 察 部 位 に 応 じ て 適 切 な 撮 像 モ ー ド で 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
換 言 す る と 、 例 え ば 生 体 組 織 の 観 察 に 用 い ら れ る Ｉ Ｃ Ｇ 等 薬 剤 を 使 用 し た 場 合 、 そ の 薬 剤
の 吸 収 波 長 域 で 観 察 す る た め 、 そ れ 以 外 の 炭 粉 等 に よ り 暗 く な る よ う な 影 響 が あ る と 、 識
別 し 易 く 観 察 す る こ と が で き な く な る 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
本 発 明 は 上 述 し た 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 様 々 な 生 体 観 察 部 位 に 応 じ て 適 切 な 撮 像 モ
ー ド で 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ る 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
よ り 具 体 的 に は 、 生 体 組 織 の 観 察 に 用 い ら れ る Ｉ Ｃ Ｇ 等 の 薬 剤 を 使 用 し た 場 合 、 そ の 薬 剤
の 吸 収 波 長 域 で 観 察 す る こ と が で き る と 共 に 、 そ れ 以 外 の 炭 粉 等 に よ り 同 様 な 傾 向 を 示 す
環 境 で は 薬 剤 に よ る 蛍 光 観 察 が で き る よ う に し て 、 炭 粉 等 に よ る 影 響 が あ る 状 態 で も 薬 剤
を 含 む 部 分 等 を 識 別 し 易 い 状 態 で の 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ る 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
可 視 光 と 、 生 体 観 察 に 用 い ら れ る 薬 剤 の 吸 収 波 長 と 、 励 起 波 長 と を 選 択 的 に 照 射 可 能 と す
る 複 数 の 照 射 用 フ ィ ル タ を 内 蔵 し た 光 源 装 置 と 、
撮 像 部 に 設 け た 撮 像 素 子 前 に 可 視 光 と 、 前 記 薬 剤 の 吸 収 波 長 と 、 蛍 光 波 長 と を 選 択 的 に 撮
像 可 能 と す る 複 数 の フ ィ ル タ を 切 り 替 え 可 能 に 配 置 し 、 前 記 フ ィ ル タ の 切 り 替 え 動 作 に 応
じ て 光 源 装 置 内 の 複 数 の 照 射 用 フ ィ ル タ が 切 り 替 わ る よ う に し た こ と に よ り 、 様 々 な 生 体
観 察 部 位 に 応 じ て 適 切 な 撮 像 モ ー ド で 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
よ り 具 体 的 に は 、 Ｉ Ｃ Ｇ 等 の 薬 剤 を 使 用 し た 場 合 、 そ の 薬 剤 の 吸 収 波 長 域 で 観 察 す る こ と
が で き る と 共 に 、 そ れ 以 外 の 炭 粉 等 に よ り 同 様 な 傾 向 を 示 す 環 境 で は 薬 剤 に よ る 蛍 光 観 察
を 選 択 す る こ と に よ り 、 炭 粉 等 に よ る 影 響 が あ る 状 態 で も 薬 剤 を 含 む 部 分 等 を 識 別 し 易 い
状 態 で の 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ な い し 図 ４ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 特 殊 光 観
察 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 し 、 図 ２ は 光 源 装 置 の フ ィ ル タ 回 転 板 の フ ィ ル タ 構 成 を 示 し 、
図 ３ は テ レ ビ カ メ ラ 内 に 設 け た フ ィ ル タ 取 り 付 け 板 の フ ィ ル タ 構 成 を 示 し 、 図 ４ は Ｉ Ｃ Ｇ
に よ る 吸 収 特 性 と 蛍 光 放 射 特 性 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ
れ る 例 え ば 光 学 式 内 視 鏡 ２ に 撮 像 手 段 を 内 蔵 し た テ レ ビ カ メ ラ （ カ メ ラ ヘ ッ ド ） ３ を 装 着
し た テ レ ビ カ メ ラ 外 付 け 内 視 鏡 ４ と 、 光 学 式 内 視 鏡 ２ に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 ５ と 、
テ レ ビ カ メ ラ ３ に 内 蔵 さ れ た 撮 像 手 段 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ
ト （ Ｃ Ｃ Ｕ と 略 記 ） ６ と 、 こ の Ｃ Ｃ Ｕ ６ か ら 出 力 さ れ る 標 準 的 な 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る こ
と に よ り 、 撮 像 手 段 で 撮 像 さ れ た 内 視 鏡 画 像 を 表 示 す る モ ニ タ ７ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
光 学 式 内 視 鏡 ２ は 、 例 え ば 硬 性 の 挿 入 部 １ １ と こ の 挿 入 部 １ １ の 後 端 に 設 け ら れ た 把 持 部
１ ２ と こ の 把 持 部 １ ２ の 後 端 に 設 け ら れ た 接 眼 部 １ ３ と を 有 し 、 把 持 部 １ ２ の 口 金 に は ラ
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イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ４ が 接 続 さ れ る 。
挿 入 部 １ １ 内 に は 照 明 光 を 伝 送 す る ラ イ ト ガ イ ド １ ５ が 挿 通 さ れ 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド １ ５
は 把 持 部 １ ２ の 側 部 の 口 金 に 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ４ を 介 し て そ の 端 部 に 設
け た ラ イ ト ガ イ ド 口 金 １ ６ が 光 源 装 置 ５ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
光 源 装 置 ５ 内 に は 図 示 し な い ラ ン プ 点 灯 回 路 か ら 供 給 さ れ る ラ ン プ 点 灯 電 源 に よ り 点 灯 す
る キ セ ノ ン ラ ン プ 等 の ラ ン プ ２ １ が 設 け て あ り 、 こ の ラ ン プ ２ １ は 照 明 光 と し て 赤 外 域 か
ら 可 視 域 の 青 の 波 長 域 で の 光 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 光 は フ ィ ル タ 回 転 板 （ タ ー レ ッ ト 板 ） ２ ２ に 取 り 付 け ら れ 、 照 明 光 路 上 に 配 置 さ れ る
フ ィ ル タ ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ３ Ｃ （ 図 ２ 参 照 ） の １ つ の フ ィ ル タ を 通 り 、 集 光 レ ン ズ ２ ４
で 集 光 さ れ て ラ イ ト ガ イ ド 口 金 １ ６ 部 分 の ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 入 射 端 面 に 入 射 さ れ 、 こ の
ラ イ ト ガ イ ド １ ５ に よ り 挿 入 部 １ １ の 先 端 側 に 伝 送 さ れ る 。 つ ま り 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 部
の 照 明 窓 に 取 り 付 け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド 先 端 面 に 伝 送 さ れ 、 そ の 先 端 面 か ら 出 射 さ れ 、 患
部 等 の 被 写 体 側 を 照 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の フ ィ ル タ 回 転 板 ２ ２ は モ ー タ ２ ５ に よ り 回 転 自 在 に 保 持 さ れ 、 モ ー タ ２ ５ の 駆 動 を 制
御 す る モ ー タ 制 御 回 路 （ 或 い は 回 転 板 制 御 回 路 ） ２ ６ に よ り 、 照 明 光 路 上 に 配 置 さ れ る フ
ィ ル タ が 選 択 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の フ ィ ル タ 回 転 板 ２ ２ に は 図 ２ に 示 す よ う に 例 え ば 遮 光 製 の 円 板 に お け る 回 転 方 向 に 設
け た ３ つ の 窓 に 可 視 光 を 透 過 す る 通 常 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ａ 、 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ
、 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｃ と が 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
通 常 光 照 射 フ ィ ル タ ー ２ ３ Ａ は 略 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 可 視 光 の 波 長 域 を 透 過 す る フ
ィ ル タ で あ る 。 ま た 、 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ は Ｉ Ｃ Ｇ 励 起 波 長 の ７ ９ ０ ｎ ｍ を 透 過 す
る フ ィ ル タ で あ る 。 ま た 、 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｃ は Ｉ Ｃ Ｇ の 吸 収 波 長 の ８ ０ ５ ｎ ｍ を
透 過 す る フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
挿 入 部 １ １ の 先 端 部 に は 照 明 窓 に 隣 接 し て 設 け ら れ た 観 察 窓 に は 対 物 レ ン ズ ２ ７ が 取 り 付
け て あ り 、 照 明 さ れ た 患 部 等 の 被 写 体 の 光 学 像 を 結 ぶ 。 そ の 結 像 さ れ た 光 学 像 は イ メ ー ジ
ガ イ ド と な る リ レ ー レ ン ズ 系 ２ ８ に よ り 後 端 面 側 に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 光 学 像 は 接 眼 部 １ ３ に 設 け た 接 眼 レ ン ズ ２ ９ に よ り 、 拡 大 観 察 す る こ と が で き る 。 こ
の 接 眼 部 １ ３ に テ レ ビ カ メ ラ ３ が 装 着 さ れ た 場 合 に は 、 テ レ ビ カ メ ラ ３ 内 の 撮 像 レ ン ズ ３
１ を 介 し て 伝 送 さ れ た 光 学 像 が 撮 像 素 子 に 結 像 さ れ る よ う に し た 撮 像 部 が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
つ ま り 、 光 学 像 が 結 像 さ れ る 結 像 位 置 に は 撮 像 素 子 と し て 、 例 え ば 電 荷 結 合 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ
と 略 記 ） ３ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ の 撮 像 面 に は モ ザ イ ク フ ィ ル タ 等 の 色 分
離 フ ィ ル タ ３ ３ が 配 置 さ れ 、 色 分 離 フ ィ ル タ ３ ３ で 色 分 離 さ れ た 像 が Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ の 撮 像 面
に 結 像 さ れ る 。 な お 、 色 分 離 フ ィ ル タ ３ ３ に お け る 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ は 赤 外 域 で
も 透 過 す る 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 撮 像 レ ン ズ ３ １ と Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ と の 間 に は 、 フ ィ ル タ 取 り 付 け 板 ３ ４ が 軸 の 周 り で 回
転 可 能 に 配 置 さ れ 、 こ の フ ィ ル タ 取 り 付 け 板 ３ ４ は 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 略 扇 形 状 で あ
り 、 そ の 周 方 向 に ３ つ の フ ィ ル タ ３ ５ Ａ 、 ３ ５ Ｂ 、 ３ ５ Ｃ が 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
つ ま り 、 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ａ と 、 そ の 両 側 に 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｂ 及 び 吸 収 光
観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｃ と が 取 り 付 け て あ り 、 通 常 観 察 モ ー ド 、 蛍 光 観 察 モ ー ド 、 及 び 吸 収
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光 観 察 モ ー ド に 選 択 設 定 で き る よ う に し て い る 。
通 常 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ａ は 光 源 装 置 ５ 側 の 通 常 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ａ と 同 じ 特 性 、 つ
ま り 略 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 可 視 光 の 波 長 域 を 透 過 す る フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｂ は 光 源 装 置 ５ 側 の 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ か ら Ｉ Ｃ Ｇ
を 励 起 さ せ る 励 起 光 を 照 射 さ せ 、 そ の Ｉ Ｃ Ｇ か ら 発 せ ら れ る 蛍 光 の 波 長 で あ る ８ ３ ５ ｎ ｍ
を 透 過 す る 特 性 に 設 定 し た フ ィ ル タ で あ り 、 か つ Ｉ Ｃ Ｇ の 吸 収 波 長 で あ る ８ ０ ５ ｎ ｍ は 透
過 で き な い よ う に 略 ８ ２ ０ ｎ ｍ 以 上 を 透 過 す る フ ィ ル タ で あ る 。
ま た 、 吸 収 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｃ は 光 源 装 置 ５ 側 で の 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｃ を 透 過
し た 波 長 ８ ０ ５ ｎ ｍ の 光 を 透 過 す る と 共 に 、 可 視 光 か ら 近 赤 外 光 を 透 過 で き る フ ィ ル タ で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 こ の フ ィ ル タ 取 り 付 け 板 ３ ４ は 、 テ レ ビ カ メ ラ ３ の 外 部 に 設 け た 切 り 替 え レ バ ー ３
６ の 操 作 に よ り 、 撮 像 光 路 上 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ を 選 択 設 定 し て 、 観 察 モ ー ド （ 撮 像 モ
ー ド ） を 選 択 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 こ の フ ィ ル タ 取 り 付 け 板 ３ ４ に は 図 ３ に 示 す よ う に 撮 像 光 路 上 に 配 置 さ れ た フ ィ ル
タ を 識 別 す る た め の 孔 が フ ィ ル タ に 対 応 し た 個 数 設 け て あ り 、 そ の 孔 を 挟 む よ う に し て 発
光 素 子 と 受 光 素 子 を 配 置 し た ３ つ の フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ に よ る 受 光 素 子 の 出 力 で 撮 像
光 路 上 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ を 識 別 す る 信 号 を Ｃ Ｃ Ｕ ６ 側 に 出 力 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
テ レ ビ カ メ ラ ３ の カ メ ラ ケ ー ブ ル の 端 部 の コ ネ ク タ ３ ９ は Ｃ Ｃ Ｕ ６ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ
る 。
Ｃ Ｃ Ｕ ６ 内 に は Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ を 駆 動 す る Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ ４ １ が 設 け て あ り 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ
イ バ か ら の Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ 信 号 が Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ に 印 加 さ れ る こ と に よ り 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ で 光 電
変 換 さ れ た 撮 像 信 号 が Ｃ Ｃ Ｕ ６ 内 の プ リ プ ロ セ ス 回 路 ４ ２ に 入 力 さ れ る 。 そ し て 、 増 幅 さ
れ た 後 、 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 処 理 な ど が 行 わ れ 、 撮 像 信 号 か ら ベ ー ス バ ン ド の 信 号 成 分
が 抽 出 さ れ 、 さ ら に Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ４ ３ に よ り デ ジ タ ル の 信 号 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 信 号 は 色 分 離 回 路 ４ ４ に 入 力 さ れ 、 Ｙ ／ Ｃ に 色 分 離 さ れ る と 共 に そ の 内 部 の カ ラ ー マ
ト リ ッ ク ス 回 路 に よ り Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 信 号 に 変 換 さ れ た 後 、 メ モ リ ４ ５ に 色 成 分 の 画 像 デ ー タ
が 一 時 格 納 さ れ る 。 色 分 離 回 路 ４ ４ 及 び メ モ リ ４ ５ の 動 作 は Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ に よ り 、 制 御 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 場 合 、 通 常 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ａ を 選 択 し て 可 視 光 で の 照 明 及 び 撮 像 状 態 と な っ た
場 合 に は 、 メ モ リ ４ ５ に は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 画 像 デ ー タ が 色 成 分 に 分 け て 格 納 さ れ る よ う に Ｃ
Ｐ Ｕ ４ ６ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 蛍 光 及 び 吸 収 光 が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 カ ラ ー マ ト リ ッ ク ス 回 路 は Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ の 撮
像 面 に 配 置 さ れ た 色 分 離 フ ィ ル タ ３ ３ の 特 性 及 び 配 列 に 対 応 し て 、 蛍 光 及 び 吸 収 光 に 感 度
を 有 す る 画 素 に よ る 信 号 成 分 の み を 抽 出 す る よ う に Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ に よ り マ ト リ ッ ク ス 係 数 の
設 定 等 で 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
蛍 光 及 び 吸 収 光 が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 単 に 輝 度 （ 明 る さ ） 情 報 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る
よ う に Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ は メ モ リ ４ ５ へ の 書 き 込 み を 制 御 す る 。 例 え ば メ モ リ ４ ５ を 構 成 す る 色
成 分 メ モ リ に は そ れ ぞ れ 同 じ 画 像 デ ー タ を 書 き 込 み 、 モ ニ タ ７ 側 に は モ ノ ク ロ の 映 像 信 号
が 出 力 さ れ る よ う に す る 。 勿 論 、 輝 度 レ ベ ル に 応 じ て 、 割 り 当 て る 色 信 号 を 変 え 、 擬 似 カ
ラ ー で 表 示 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の メ モ リ ４ ５ は 所 定 の タ イ ミ ン グ で 読 み 出 さ れ 、 ポ ス ト プ ロ セ ス 回 路 ４ ７ に よ り 、 輪 郭
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強 調 、 γ 補 正 な ど の 処 理 が 施 さ れ て 標 準 的 な 映 像 信 号 に 変 換 さ れ 、 モ ニ タ ７ に 出 力 さ れ 、
モ ニ タ ７ の 表 示 面 に Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ に よ り 撮 像 さ れ た 画 像 が 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 可 視 光 に よ る 通 常 の 内 視 鏡 観 察 画 像 を 得 ら れ る よ う に す る と 共 に 、 様
々 な 生 体 観 察 部 位 に 応 じ て 適 切 な 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ る よ う に 、 選 択 で き る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
つ ま り 、 図 １ に 示 す よ う に 切 り 替 え レ バ ー ３ ６ に よ り 、 撮 像 光 路 上 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ
を 切 り 替 え る と 、 そ の 切 り 替 え の 操 作 に よ り 、 撮 像 光 路 上 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ を フ ィ ル
タ 識 別 手 段 と し て の フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ ３ ８ の 識 別 出 力 は Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ に 送 ら れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４
６ は Ｃ Ｃ Ｕ ６ 内 の 信 号 処 理 系 の 動 作 を 制 御 す る と 共 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ は 光 源 装 置 ５ の 回 転 板
制 御 回 路 ２ ６ に 制 御 信 号 を 送 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
回 転 板 制 御 回 路 ２ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ か ら の 制 御 信 号 を 受 け て 、 撮 像 光 路 上 に 配 置 さ れ た フ
ィ ル タ に 対 応 し た フ ィ ル タ が 照 明 光 路 上 に 配 置 さ れ る よ う に モ ー タ ２ ５ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
例 え ば 、 テ レ ビ カ メ ラ ３ 側 で 通 常 観 察 モ ー ド を 選 択 し て 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ａ を 撮 像
光 路 上 に 設 定 し た 場 合 に は 、 光 源 装 置 ５ 側 で は 通 常 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ａ が 照 明 光 路 上 に
配 置 さ れ 、 ま た テ レ ビ カ メ ラ ３ 側 で 蛍 光 観 察 モ ー ド を 選 択 し て 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｂ
を 撮 像 光 路 上 に 設 定 し た 場 合 に は 、 光 源 装 置 ５ 側 で は 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ が 照 明 光
路 上 に 配 置 さ れ 、 ま た テ レ ビ カ メ ラ ３ 側 で 吸 収 光 観 察 モ ー ド を 選 択 し て 吸 収 光 観 察 用 フ ィ
ル タ ３ ５ Ｃ を 撮 像 光 路 上 に 設 定 し た 場 合 に は 、 光 源 装 置 ５ 側 で は 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３
Ｃ が 照 明 光 路 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る 本 実 施 の 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 設 定 し た 後 、 光 学 式 内 視 鏡 ２ を 体 腔 内 に お け る 観 察 対 象 と な る 部 位 に 挿
入 す る 。
光 源 装 置 ５ 内 に 設 け た ラ ン プ ２ １ か ら 発 せ ら れ た 光 は フ ィ ル タ 回 転 板 ２ ２ に 備 え ら れ た フ
ィ ル タ を 通 し た 光 は 集 光 レ ン ズ ２ ４ に よ っ て 集 光 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ４ の ラ イ
ト ガ イ ド １ ５ に 導 光 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 内 視 鏡 ２ 内 の ラ イ ト ガ イ ド １ ５ に よ り 体 腔 内 に 光 を 照 射 す る 。 照 射 さ れ た 体 腔 内 の
観 察 対 象 部 位 の 光 学 像 は イ メ ー ジ ガ イ ド ２ ８ を 介 し て テ レ ビ カ メ ラ ３ 内 に 具 備 さ れ た フ ィ
ル タ を 通 し て Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ に 撮 像 さ れ る 。
テ レ ビ カ メ ラ ３ に は 切 り 替 え レ バ ー ３ ６ が 設 け て あ り 、 こ の 切 り 替 え レ バ ー ３ ６ の 操 作 で
選 択 さ れ た フ ィ ル タ に 応 じ て Ｃ Ｃ Ｕ ６ を 介 し て 光 源 装 置 ５ 内 の フ ィ ル タ 回 転 板 ２ ２ を 回 転
板 制 御 回 路 ２ ６ に よ り 制 御 さ れ 、 フ ィ ル タ 回 転 板 ２ ２ に 設 け た 対 応 す る フ ィ ル タ が 選 択 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
例 え ば 、 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ａ が 選 択 さ れ た 時 は 通 常 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ａ が 選 択 さ
れ 、 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｂ が 選 択 さ れ た 時 は 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ を 選 択 さ れ 、
吸 収 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｃ が 選 択 さ れ た 時 は 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｃ が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の た め 、 例 え ば 胃 や 大 腸 等 に 挿 入 し て 、 検 査 対 象 部 位 を 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ａ に よ
り 通 常 の 可 視 光 で の 観 察 す る こ と が で き る 。 ま た 、 血 管 走 行 や リ ン パ 節 や リ ン パ 管 を よ り
詳 し く 観 察 し た い と 望 む 場 合 に は 、 例 え ば 内 視 鏡 ２ の 図 示 し な い チ ャ ン ネ ル 等 を 通 し て Ｉ
Ｃ Ｇ を 検 査 対 象 部 位 に 注 射 し て 、 切 り 替 え レ バ ー ３ ６ を 操 作 し て 吸 収 光 観 察 モ ー ド 、 つ ま
り 吸 収 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｃ を 撮 像 光 路 上 に 配 置 す る よ う に 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ は Ｉ Ｃ Ｇ に よ る 吸 収 特 性 と 蛍 光 発 光 特 性 を 示 し 、 横 軸 は 波 長 で 、 縦 軸 は 吸 収 及 び 発 光
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の 強 度 を 示 し 、 吸 収 の ピ ー ク は ８ ０ ５ ｎ ｍ 付 近 と な り 、 蛍 光 発 光 の ピ ー ク は ８ ３ ５ ｎ ｍ 付
近 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
吸 収 光 モ ー ド の 選 択 に よ り 光 源 装 置 ５ 側 は 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｃ が 選 択 さ れ 、 Ｉ Ｃ Ｇ
が 注 入 さ れ た 血 管 部 分 や リ ン パ 節 、 セ ン チ ネ ル リ ン パ 節 等 が 、 図 ４ に 示 す よ う に こ の Ｉ Ｃ
Ｇ に よ る 光 吸 収 特 性 に よ り 暗 く な っ て 観 察 さ れ る こ と に よ り 、 血 管 の 走 行 状 態 等 を よ り 鮮
明 に 観 察 或 い は 同 定 す る こ と が で き る 内 視 鏡 観 察 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 肺 等 に 挿 入 し て 観 察 す る 場 合 に お い て 、 同 様 に 血 管 走 行 や リ ン パ 節 や リ ン パ 管 を よ
り 詳 し く 観 察 す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 、 炭 粉 沈 着 し て い る 状 態 で あ る 場 合 に は 、 そ の 炭 粉 沈 着 の た め に そ の 部 分 が 暗 く
な り 、 血 管 走 行 や リ ン パ 節 の 検 出 が 低 下 す る 場 合 に は 、 切 り 替 え レ バ ー ３ ６ を 操 作 し て 蛍
光 観 察 モ ー ド 、 つ ま り 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ ３ ５ Ｂ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
す る と 、 こ の 選 択 に よ り 光 源 装 置 ５ 側 は 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ が 選 択 さ れ 、 こ の 励 起
光 照 射 フ ィ ル タ ２ ３ Ｂ に よ る 励 起 光 で Ｉ Ｃ Ｇ を 励 起 し 、 テ レ ビ カ メ ラ ３ で は 蛍 光 観 察 用 フ
ィ ル タ ３ ５ Ｂ に よ り 、 （ 励 起 さ れ た ） Ｉ Ｃ Ｇ が 発 す る 蛍 光 波 長 を 透 過 し て Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ で 撮
像 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の 場 合 に は 、 Ｉ Ｃ Ｇ に よ る 蛍 光 を 発 す る 部 分 が 明 る く 表 示 さ れ る 蛍 光 画 像 と な る の で 、
炭 粉 沈 着 し た 部 分 が 暗 く な る 場 合 に 対 し て 、 Ｉ Ｃ Ｇ を 含 む 血 管 部 分 や リ ン パ 節 等 は 蛍 光 画
像 に よ り 明 る く 観 察 で き る の で 、 暗 く な る 炭 粉 沈 着 の 部 分 と は 識 別 で き る 状 態 の 蛍 光 に よ
る 内 視 鏡 観 察 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 生 体 の 観 察 部 位 に 応 じ て 可 視 光 に よ る 通 常 観 察 画 像 の
他 に 、 薬 剤 の 吸 収 波 長 で 観 察 す る こ と も で き る し 、 そ の 薬 剤 に よ る 蛍 光 波 長 で 観 察 す る こ
と が で き る 。 つ ま り 、 生 体 の 様 々 な 観 察 部 位 に 応 じ て 適 切 な 内 視 鏡 観 察 画 像 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 通 常 の Ｉ Ｃ Ｇ を 注 入 し た リ ン パ 節 等 の 生 体 組 織 を 観 察 す
る 場 合 に お い て 、 吸 収 光 観 察 モ ー ド に よ り 注 入 さ れ た リ ン パ 節 等 の 同 定 を 行 い 、 さ ら に 蛍
光 観 察 モ ー ド に 設 定 し て 、 こ の 蛍 光 観 察 モ ー ド に お い て も Ｉ Ｃ Ｇ が 注 入 さ れ た リ ン パ 節 の
同 定 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 場 合 に は 、 一 方 の み で 行 う 従 来 例 に 比 べ て よ り 精 度 良 く リ ン パ 節 等 の 同 定 等 を 行 う こ
と が で き る 。 ま た 、 腫 瘍 組 織 が Ｉ Ｃ Ｇ に 対 す る 親 和 性 が 高 い 特 性 を 示 す 場 合 に お い て も 、
吸 収 光 観 察 モ ー ド と 蛍 光 観 察 モ ー ド と を 併 用 し て 観 察 或 い は 撮 像 を 行 う こ と に よ り 、 よ り
詳 細 な 或 い は 信 頼 性 の 高 い 画 像 情 報 を 得 る こ と も で き 、 診 断 を よ り 行 い 易 い 環 境 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 と し て 、 吸 収 光 観 察 モ ー ド と 蛍 光 観 察 モ ー ド と を 併 用 し
て 得 ら れ た 両 画 像 間 の 相 関 量 を 評 価 す る 相 関 量 の 評 価 手 段 （ 或 い は 演 算 手 段 ） を 設 け 、 得
ら れ た 結 果 に 対 し て 特 に 相 関 量 が 高 い 部 分 を 擬 似 カ ラ ー 化 す る 処 理 を 行 い 、 モ ニ タ ７ に 擬
似 カ ラ ー 表 示 を 行 う よ う に し て い も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ の よ う に す る と 、 両 画 像 に よ り 相 関 量 が 高 い 部 分 が カ ラ ー で 表 示 さ れ る よ う に な る の で
、 Ｉ Ｃ Ｇ を 注 入 し た 組 織 を よ り 顕 著 化 或 い は 視 覚 的 に 識 別 し や す い 状 態 で 表 示 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
な お 、 相 関 量 の 評 価 を 行 う 場 合 、 蛍 光 観 察 モ ー ド に よ り 得 ら れ る 画 像 の 信 号 を 吸 収 光 観 察
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モ ー ド で 得 ら れ 画 像 の 信 号 で 除 算 す る よ う な 処 理 で 相 関 量 の 評 価 を 行 う よ う に し て も 良 い
。 こ の よ う に し て 相 関 量 の 評 価 結 果 を 得 る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 殆 ど 同 じ
構 成 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ の 色 分 離 フ ィ ル タ ３ ３ と し て そ れ ぞ れ
が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ フ ィ ル タ の 色 透 過 特 性 の 他 に そ れ ぞ れ が 赤 外 域 の 波 長 を 透 過 す る 特 性 に 設 定
し て い る 。
こ の 場 合 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ フ ィ ル タ の 色 透 過 特 性 及 び 赤 外 域 の 波 長 の そ れ ぞ れ の 透 過 特 性 を 考
慮 し て 、 そ れ ぞ れ 観 察 モ ー ド に お け る 色 分 離 回 路 の カ ラ ー マ ト リ ッ ク ス が 最 適 に な る よ う
に Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ は そ の 係 数 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
フ ィ ル タ 切 り 替 え に 応 じ て 選 択 さ れ た 観 察 モ ー ド に 応 じ て 、 信 号 処 理 手 段 の カ ラ ー マ ト リ
ッ ク ス を 変 更 す る こ と に よ り 、 選 択 さ れ た 撮 像 状 態 に 適 切 な 信 号 処 理 状 態 に 設 定 で き 、 観
察 し 易 い 画 像 が 得 ら れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 観 察 モ ー ド の 選 択 に よ り 、 選 択 さ れ た 観 察 モ ー ソ に 応 じ
て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ の 前 に 配 置 さ れ た 色 分 離 フ ィ ル タ の 透 過 特 性 を 考 慮 し て 、 そ の 観 察 モ ー ド
で 感 度 を 有 す る フ ィ ル タ の 特 性 を 考 慮 し て カ ラ ー マ ト リ ッ ク ス の 係 数 が 適 切 に 設 定 さ れ る
た め よ り 観 察 が し や す い 画 像 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 そ の 他 の 実 施 の 形 態 と し て 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ ３ ２ の 前 の 色 分 離 フ ィ ル タ ３ ３ を 設 け な
い よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 可 視 光 に よ る 画 像 と し て モ ノ ク ロ の 画 像 に な る が 、
蛍 光 観 察 や 吸 収 光 観 察 に お け る 感 度 を よ り 高 く で き る 。
ま た 、 上 述 の 説 明 で は 薬 剤 と し て 、 Ｉ Ｃ Ｇ の 場 合 で 説 明 し た が 、 他 の 薬 剤 を 用 い た 場 合 に
適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 上 述 の 説 明 で は 硬 性 の 挿 入 部 を 有 す る 光 学 式 内 視 鏡 ２ に 撮 像 手 段 （ 撮 像 部 ） を 備 え
た テ レ ビ カ メ ラ ３ を 装 着 し て 撮 像 手 段 を 備 え た テ レ ビ カ メ ラ 外 付 け 内 視 鏡 ４ を 構 成 し て い
た が 、 軟 性 の 挿 入 部 を 有 す る 光 学 式 内 視 鏡 に テ レ ビ カ メ ラ ３ を 装 着 し た も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
［ 付 記 ］
１ ． 請 求 項 １ に お い て 、 薬 剤 が 示 す 吸 収 波 長 と 蛍 光 波 長 と で そ れ ぞ れ 得 た 画 像 の 相 関 量 を
評 価 す る 評 価 手 段 を 設 け た 。
２ ． 付 記 ２ に お い て 、 評 価 手 段 に よ る 評 価 結 果 を 相 関 量 が 高 い 部 分 を 擬 似 カ ラ ー で 表 示 す
る 擬 似 カ ラ ー 化 手 段 を 設 け た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 可 視 光 で の 通 常 観 察 の 他 に 、 薬 剤 の 吸 収 波 長 と 、 蛍
光 波 長 と に よ る 照 明 及 び 撮 像 を 選 択 的 に 行 え る よ う に し て い る の で 、 様 々 な 生 体 観 察 部 位
に 応 じ て 適 切 な 撮 像 モ ー ド で 内 視 鏡 観 察 画 像 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 。
【 図 ２ 】 光 源 装 置 の フ ィ ル タ 回 転 板 の フ ィ ル タ 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 テ レ ビ カ メ ラ 内 に 設 け た フ ィ ル タ 取 り 付 け 板 の フ ィ ル タ 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 Ｉ Ｃ Ｇ に よ る 吸 収 特 性 と 蛍 光 発 光 特 性 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 特 殊 光 観 察 シ ス テ ム
２ … 光 学 式 内 視 鏡
３ … テ レ ビ カ メ ラ （ カ メ ラ ヘ ッ ド ）
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４ … テ レ ビ カ メ ラ 外 付 け 内 視 鏡
５ … 光 源 装 置
６ … Ｃ Ｃ Ｕ
７ … モ ニ タ
１ １ … 挿 入 部
１ ４ … ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル
１ ５ … ラ イ ト ガ イ ド
２ １ … ラ ン プ
２ ２ … フ ィ ル タ 回 転 板
２ ３ Ａ … 通 常 光 照 射 フ ィ ル タ
２ ３ Ｂ … 励 起 光 照 射 フ ィ ル タ
２ ３ Ｃ … 吸 収 光 照 射 フ ィ ル タ
２ ５ … モ ー タ
２ ６ … 回 転 板 制 御 回 路
３ ２ … Ｃ Ｃ Ｄ
３ ３ … 色 分 離 フ ィ ル タ
３ ４ … フ ィ ル タ 取 り 付 け 板
３ ５ Ａ … 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ
３ ５ Ｂ … 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ
３ ５ Ｃ … 吸 収 光 観 察 用 フ ィ ル タ
３ ６ … 切 り 替 え レ バ ー
４ １ … Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ
４ ４ … 色 分 離 回 路
４ ５ … メ モ リ
４ ６ … Ｃ Ｐ Ｕ
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摘要(译)

解决的问题：提供一种特殊的光观察系统，其能够根据各种活体观察部
位以适当的成像模式获得内窥镜观察图像。 解决方案：光源装置5一侧
设有滤光片旋转板22，滤光片旋转板22配备有可见光滤光片（正常观
察），作为药物的ICG吸收波长和激发波长。 在安装在镜子2上的电视摄
像机3的CCD 32的前面，设有滤光器安装板34，该滤光器安装板34安装
有用于正常观察，荧光观察和吸收光观察的滤光器，并且通过操作切换
杆36，ICG 可以观察各种活体观察部位，例如通过上述吸收光特性的观
察，以及在观察沉积有木炭粉的肺组织时利用荧光发射特性的观察。 [选
型图]图1
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